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「
人
手
不
足
」を
言
い
訳
に
し
な
い

強
い
小
売
り
組
織
と
は
？

　

国
内
小
売
業
は
、「
人
手
不
足
」

と「
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
」と
い
っ

た
二
重
苦
に
頭
を
抱
え
る
。「
人
手

不
足
」
は
、
単
に
就
労
人
口
減
だ
け

で
な
く
、労
働
環
境（
長
時
間
労
働
、

土
日
出
勤
、
立
ち
仕
事
等
）
の
割
に

低
賃
金
と
の
理
由
も
相
ま
っ
て
他
業

界
へ
の
人
材
流
出
も
少
な
く
な
い
。

　

ま
た
、「
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
」

が
足
枷
と
な
り
、
仕
方
な
く
採
用
を

見
送
る
企
業
も
増
え
て
い
る
。
人
手

不
足
の
中
で
の
採
用
見
送
り
は
、
一

人
当
た
り
の
業
務
量
を
増
加
さ
せ
労

働
環
境
の
悪
化
に
つ
な
が
る
。結
果
、

そ
れ
が
引
き
金
と
な
り
新
た
な
離
職

者
を
生
む
と
い
う
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル

人
手
不
足
に
よ
る

利
益
圧
迫
が
深
刻
化

に
陥
っ
て
し
ま
う
。

　

賃
金
引
き
上
げ
の
重
要
性
は
理
解

で
き
て
も
、
従
業
員
へ
の
依
存
度
が

高
く
、
他
業
態
と
の
競
争
に
身
を
置

く
小
売
業
で
は
、
賃
金
引
き
上
げ
分

の
価
格
転
嫁
は
難
し
く
、
利
益
圧
迫

と
い
う
深
刻
な
問
題
に
発
展
し
て
い

る
。

　

当
社
は
、「
見
か
け
上
の
人
手
不

足
」
も
多
分
に
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
見
か
け
上
の
人
手
不
足
と
は
、

「
多
く
の
ム
ダ
を
内
包
し
た
業
務
を

放
置
し
て
お
き
な
が
ら
、
人
手
が
足

り
な
い
と
公
言
し
て
い
る
状
態
」
を

指
す
。
こ
こ
で
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
Ｘ
社
の
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

人
手
不
足
な
の
に
業
務
の

七
割
が
ム
ダ
と
い
う
事
実

　

Ｘ
社
は
、離
職
者
が
逓
増
す
る
中
、

採
用
も
上
手
く
い
か
ず
慢
性
的
な
人

手
不
足
に
頭
を
抱
え
て
い
た
が
、
以

下
の
様
な
店
舗
改
革
方
針
を
打
ち
出

し
て
見
事
に
危
機
を
脱
し
た
。

　

そ
れ
は
、「
今
後
採
用
は
必
要
最

小
限
に
と
ど
め
る
。
業
務
の
ム
ダ
を

取
り
除
き
、
少
人
数
で
も
仕
事
が
回

る
職
場
を
目
指
す
。
そ
こ
で
余
力
を

捻
出
し
、
販
売
・
接
客
な
ど
価
値
の

高
い
業
務
に
充
て
、
店
舗
の
競
争
優

位
性
を
高
め
る
」
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。

　

ま
ず
は
、「
こ
れ
ま
で
現
状
把
握

を
疎
か
に
し
て
き
た
」
と
い
う
経
営

陣
の
猛
省
か
ら
、
店
舗
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
実
態
調
査
に
着
手
し
た
。

店
舗
ご
と
で
取
扱
商
品
や
ベ
テ
ラ
ン

従
業
員
数
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
大

ま
か
に
仕
事
の
全
体
像
を
把
握
し
た

上
で
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い

る
業
務
を
深
堀
り
し
て
い
っ
た
。

　

こ
こ
で
、
業
務
は
三
つ
に
区
分
で

き
る
。
①
価
値
業
務
（
販
売
・
接
客

な
ど
顧
客
に
直
接
価
値
を
届
け
る
業

務
）、
②
低
価
値
業
務
（
価
値
業
務

を
行
う
際
に
付
随
的
に
発
生
す
る
歩

行
や
運
搬
な
ど
）、
③
非
価
値
業
務

人
手
不
足
の
コ
ス
ト
削
減
策「
ロ
ー
コ
ス
ト
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」篇
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非
価
値
業
務
は
、
当
社
の
調
べ
で
も

五
〇
～
七
〇
％
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

は
、
業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
や

セ
ン
ト
ラ
ル
化
、
機
械
化
・
シ
ス
テ

ム
化
の
遅
れ
が
強
く
起
因
し
て
い

る
。

　

小
売
業
は
、
人
で
な
く
て
も
出
来

る
仕
事
は
手
放
し
て
、
価
値
業
務
に

専
念
し
て
い
く
こ
と
で
存
在
価
値
を

一
層
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
昨
今

は
、
情
報
通
信
や
デ
ー
タ
解
析
の
技

術
、ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
の
進
展
に
よ
り
、

安
価
で
品
質
の
よ
い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
選
択
で
き
る
時
代
と
な
っ
た
。

ぜ
ひ
明
日
か
ら
で
も
「
人
を
価
値
業

務
に
専
念
さ
せ
る
た
め
の
検
討
」
を

開
始
し
て
も
ら
い
た
い
。
な
お
、
こ

の
検
討
は
、
前
述
の
価
値
業
務
、
低

価
値
業
務
、
非
価
値
業
務
の
分
類
と

中
身
に
つ
い
て
、
現
状
を
定
量
的
に

把
握
し
て
お
く
こ
と
が
大
前
提
と
な

る
。

　

少
人
数
で
効
率
よ
く
仕
事
を
回
す

に
は
、
マ
ル
チ
ス
キ
ル
化
（
多
能
工

強
化
点
２
　

現
在
の
職
域（
責
任
範
囲
）を

破
壊
せ
よ
！

化
）が
必
須
と
な
る
。
小
売
業
で
は
、

「
業
務
に
必
要
な
作
業
・
能
力
の
明

確
化
」、「
個
人
・
組
織
レ
ベ
ル
の
目

標
設
定
」、「
習
熟
目
標
と
現
状
の

ギ
ャ
ッ
プ
の
可
視
化
」
が
不
十
分
で

あ
り
、
マ
ル
チ
ス
キ
ル
化
の
取
り
組

み
は
鈍
い
。

　

特
に
、
全
体
最
適
の
視
点
を
持
っ

た
「
Ｔ
字
型
人
材
」
の
育
成
が
遅

れ
て
い
る
。
Ｔ
字
型
人
材
と
は
、

店
舗
業
務
を
一
通
り
習
熟
（
マ
ル

チ
ス
キ
ル
化
）
し
た
上
で
、
幅
広

い
プ
ロ
セ
ス
（
物
流
や
店
舗
開
発

な
ど
）
の
知
見
を
持
ち
合
わ
せ
た

全
体
最
適
の
改
善
思
考
を
備
え
た

人
材
を
指
す
。

　

例
え
ば
、
従
来
の
非
効
率
な
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
納
品
物
の
開
梱
→
検

品
→
仕
分
け
→
品
出
し
→
ば
ら
ま
き

→
陳
列
）
を
、
当
社
の
知
る
Ｔ
字
型

人
材
は
、
関
連
部
門
を
巻
き
込
ん
だ

全
体
最
適
活
動
を
推
進
し
て
、
効
率

的
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
陳
列
情
報

を
物
流
セ
ン
タ
ー
と
共
有
→
物
流
セ

ン
タ
ー
に
て
仕
分
け
→
品
質
保
証
契

約
に
よ
る
検
品
レ
ス
→
専
用
収
納

ケ
ー
ス
に
よ
る
ダ
イ
レ
ク
ト
陳
列
）

へ
と
激
変
さ
せ
て
い
る
。

　

ま
た
、
王
道
で
は
あ
る
が
、「
徹

底
的
な
ム
ダ
取
り
」、「
平
準
化
」、

「
柔
軟
化
」
と
い
っ
た
観
点
も
、「
見

か
け
上
の
人
手
不
足
」
に
対
す
る
強

化
点
で
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て

お
く
。

　

標
準
化
の
対
象
に
は
「
コ
ト
」
と

「
モ
ノ
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
標
準

化
効
果
は
非
常
に
大
き
く
、
前
述
し

た
機
械
化
・
シ
ス
テ
ム
化
や
マ
ル
チ

タ
ス
ク
化
の
増
進
に
強
く
作
用
し

て
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
が

可
能
だ
。

　

コ
ト
の
標
準
化
と
は
、
業
務
の
標

準
化
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
が
不
十
分

だ
と
業
務
ス
ピ
ー
ド
や
サ
ー
ビ
ス
の

品
質
に
ば
ら
つ
き
が
生
じ
る
。

　

モ
ノ
の
標
準
化
と
は
、
取
り
扱
う

商
品
や
荷
姿
の
形
状
、
重
量
、
数
量

等
の
仕
様
を
標
準
化
す
る
こ
と
だ

が
、
代
表
的
な
も
の
に
、「
ユ
ニ
ッ

ト
ロ
ー
ド
」（
包
装
物
を
単
位
ご
と
に

ユ
ニ
ッ
ト
化
）や「
シ
ェ
ル
フ
レ
デ
ィ

強
化
点
３
　

“
標
準
化
”と
い
う
横
串
を

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
突
き
刺
せ
！

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」（
そ
の
ま
ま
店
頭
で
商

品
を
陳
列
で
き
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
）
が

あ
る
。

　

前
述
の
低
価
値
業
務
や
非
価
値
業

務
の
発
生
を
根
本
か
ら
抑
え
込
む
に

は
、「
コ
ト
・
モ
ノ
の
標
準
化
」
は

避
け
て
通
れ
な
い
。

　

こ
こ
か
ら
先
は
、
Ｌ
Ｃ
Ｏ
推
進
上

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き

た
い
。

　

環
境
変
化
の
著
し
い
小
売
業
で

は
、
Ｌ
Ｃ
Ｏ
に
も
ス
ピ
ー
ド
が
求
め

ら
れ
る
。
時
間
を
か
け
て
作
っ
た
改

革
構
想
も
、
完
成
し
た
時
に
は
既
に

陳
腐
化
し
使
え
な
い
と
の
事
態
も
十

分
起
こ
り
得
る
。

　

Ｌ
Ｃ
Ｏ
を
上
手
く
回
す
企
業
は
、

ト
ッ
プ
直
轄
の
推
進
専
門
部
署
の
設

置
に
加
え
、
現
場
に
も
担
当
者
を
配

属
し
、
改
善
情
報
の
共
有
や
ガ
バ
ナ

ン
ス
を
利
か
せ
て
、
機
動
力
あ
る
体

制
を
整
え
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
箱
（
体
制
）
だ
け
作
っ

て
も
中
身
が
伴
っ
て
い
な
け
れ
ば
意

推
進
上
の
ポ
イ
ン
ト
１
　

ト
ッ
プ
直
轄
の
専
門
部
署
設
置

（
再
作
業
、手
待
ち
な
ど
）
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
Ｘ
社
の
食
品
部
門
の
荷

受
け
・
品
出
し
業
務
で
は
、
荷
受
品

の
仮
置
き
、
置
き
場
確
保
の
た
め
の

商
品
移
動
、在
庫
を
探
し
回
る
店
員
、

指
示
待
ち
の
店
員
、
曖
昧
な
指
示
で

何
度
も
陳
列
し
直
す
店
員
な
ど
、「
低

価
値
業
務
や
非
価
値
業
務
な
ど
の
ム

ダ
を
内
包
し
大
き
く
膨
ら
ん
だ
業
務

実
態
」
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
れ
ら
ム
ダ
な
時

間
を
集
計
す
る
と
、
業
務
の

七
割
近
く
に
相
当
し
、
調
査

に
参
画
し
た
メ
ン
バ
ー
の
落

胆
し
た
表
情
が
印
象
的
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら

「
見
か
け
上
の
人
手
不
足
」

の
打
開
策
に
、
当
社
は
ロ
ー

コ
ス
ト
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｌ
ｏ
ｗ 

Ｃ
ｏ
ｓ
ｔ 
Ｏ
ｐ

ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
、
以
降
、

Ｌ
Ｃ
Ｏ
）
を
推
奨
す
る
。

　

一
般
的
に
Ｌ
Ｃ
Ｏ
は
、「
プ

ロ
セ
ス
全
体
を
総
合
的
に
効

率
化
す
る
活
動
」ま
た
は「
ム

ダ
な
費
用
の
発
生
を
極
力
抑

え
た
業
務
活
動
」
と
さ
れ
る

少
な
い
人
手
で
無
理
な
く

仕
事
が
回
せ
る
ロ
ー
コ
ス
ト

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
？

が
、
当
社
で
は
「
徹
底
的
に
ム
ダ
を

取
り
除
き
、
人
に
や
さ
し
い
業
務
に

変
え
て
、
少
な
い
人
手
で
無
理
な
く

仕
事
が
回
せ
る
仕
組
み
に
変
え
る
活

動
」と
定
義
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

「
人
に
や
さ
し
い
」
に
は
、

優
し
い
（
重
量
物
を
持
ち
運

ば
な
い
、
屈
ま
ず
作
業
で
き

る
等
）
と
易
し
い
（
悩
ま
ず

作
業
で
き
る
、
誰
に
で
も
出

来
る
等
）
の
二
つ
の
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｌ
Ｃ
Ｏ
は
「
人
件

費
削
減
」
な
ど
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
印
象
で
捉
え
が
ち
だ
が
、

本
来
の
目
的
は
、「
効
率
化

に
よ
り
捻
出
し
た
時
間
を
、

価
値
の
高
い
業
務
に
再
分
配

す
る
と
い
っ
た
人
を
活
か
す

取
り
組
み
」
で
あ
る
。
従
業

員
の
働
き
方
や
提
供
価
値
を

再
考
す
る
企
業
が
増
え
る
中

で
、「
人
を
活
か
す
取
り
組

み
」
は
、
今
後
さ
ら
に
重
要

性
を
増
し
て
い
く
。

　

以
降
、
小
売
業
で
Ｌ
Ｃ
Ｏ

を
実
現
す
る
た
め
の
強
化
点

を
紹
介
す
る
。

　

小
売
業
に
お
け
る
低
価
値
業
務
と

強
化
点
１
　

人
で
な
く
て
も
出
来
る

仕
事
を
手
放
せ
！
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味
は
な
い
。
従
っ
て
、
初
め
は
外
部

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
使
っ
て
、
推
進

専
門
部
署
の
育
成
も
兼
ね
た
活
動
を

展
開
す
る
企
業
が
多
い
。

　

Ｌ
Ｃ
Ｏ
は
、「
自
ら
の
業
務
を
自

ら
削
る
活
動
」

と
な
る
た
め
、

推
進
途
上
で
は

拒
絶
や
面
従
腹

背
に
直
面
す

る
。
推
進
側
の

熱
量
に
反
し

て
、
周
囲
は
想

像
以
上
に
冷
め

て
い
る
こ
と
を

認
識
す
べ
き
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な

状
況
で
は
「
マ

イ
ン
ド
セ
ッ

ト
」
が
有
効
で

あ
る
。
マ
イ
ン

ド
セ
ッ
ト
に

は
、
ト
ッ
プ
が

号
令
や
行
脚
を

行
う
「
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
型
」と
、

改
善
結
果
の
活

推
進
上
の
ポ
イ
ン
ト
２
　

「
全
社
規
模
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

で
改
善
の
灯
を
と
も
す
」

か
し
方
、
改
善
後
の
業
務
内
容
や
役

割
分
担
に
関
し
て
説
明
す
る
「
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
型
」
の
二
つ
が
あ
る
。
双

方
に
共
通
す
る
の
は
、
当
事
者
を
改

善
に
巻
き
込
み
、
将
来
像
を
目
に
見

え
る
形
で
示
し
、
不
安
や
不
信
を
払

拭
し
な
が
ら
改
善
を
推
進
す
る
点
で

あ
る
。

　

な
お
、
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
は
一
度

や
っ
て
終
わ
り
の
も
の
で
は
な
い
。

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

型
を
状
況
で
使
い
分
け
、
継
続
的
に

実
施
し
て
も
ら
い
た
い
。

「
見
え
な
い
も
の
は
改
善
で
き
な

い
」。
こ
れ
は
改
善
の
定
石
な
の
で
、

業
務
や
問
題
は
見
え
る
化
し
て
丸
裸

に
す
べ
き
で
あ
る
。

　

見
え
る
化
の
要
諦
は
着
眼
大
局
に

あ
る
。
い
き
な
り
重
箱
の
隅
を
つ
つ

く
よ
う
な
や
り
方
は
良
く
な
い
。
膨

大
な
時
間
を
使
っ
て
事
実
確
認
し
て

も
、
的
外
れ
と
な
り
徒
労
に
終
わ
る

可
能
性
が
高
い
。

　

ま
た
、
判
明
し
た
事
実
は
、
良
い

推
進
上
の
ポ
イ
ン
ト
３
　

「
徹
底
し
た“
見
え
る
化
”で

業
務
内
容
を
丸
裸
に
」

情
報
も
悪
い
情
報
も
正
し
く
関
係
者

に
共
有
し
、
改
善
施
策
を
セ
ッ
ト
で

示
し
て
、
実
行
と
効
果
の
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
を
、
リ
ー
ダ
ー
自
ら
表
明
す

る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　

以
上
、「
見
か
け
上
の
人
手
不
足
」

に
対
す
る
Ｌ
Ｃ
Ｏ
の
必
要
性
を
述
べ

て
き
た
。

　

Ｌ
Ｃ
Ｏ
を
深
耕
す
る
企
業
で
は
、

と
に
か
く
「
改
善
人
財
」
の
育
成
に

余
念
が
な
い
。「
改
善
の
無
限
の
可

能
性
を
信
じ
、
一
歩
一
秒
一
円
の
コ

ス
ト
意
識
を
持
ち
、
改
善
に
挑
み
続

け
る
人
材
」
を
育
成
し
て
い
る
。

　

当
社
も
成
果
報
酬
型
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
と
い
う
性
格
か
ら
、
改
善

施
策
の
実
行
～
効
果
検
証
～
定
着
ま

で
を
一
気
通
貫
で
支
援
し
て
い
る

が
、
そ
こ
で
も
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
側
の

改
善
人
財
育
成
は
欠
か
せ
な
い
。
最

終
的
に
は
、
自
社
の
改
善
を
継
続
し

て
い
く
の
は
、
そ
の
企
業
の
従
業
員

で
あ
り
組
織
で
あ
る
べ
き
と
考
え
て

い
る
。

「
人
材
」
か
ら
「
人
財
」
へ
　

～
や
り
切
る
集
団
作
り
～


